
町内会の未来は・・・
〜ソーシャル・キャピタルの実現〜 



ココです！

はるひの町内会



法的には設置根拠を持たない

町内会の始まり1
• 江⼾時代には五⼈組。明治期にだんだん組織化。
• 戦前に政府主導で組織化 → 戦後⼀旦解消も、再び復活
• ⾼度成⻑期に拡⼤。今の町内会につながるコミュニティの核たる存在となる。

“町内会”は法律で規定されていない！※１2
• 法に設置根拠を持たない⾃由な組織
• 地縁者の任意の集まり → 本来なら⾃由に活動できる組織であるはず！
• 昭和のころからの決まり事、慣習がずっと残っている町内会もある？ 

※１ ⺠法における「権利能⼒なき社団」に該当

法⼈格取得に関する地⽅⾃治法第２６０条の２に「地縁による団体」の定義はある

町内会とは



令和3年より「地域コミュニティに関する研究会」1

研究会における３つの視点(課題)2
• 地域活動のデジタル化を進める視点
• ⾃治会等の活動の持続可能性を向上させる視点（担い⼿不⾜）
• 地域コミュニティの様々な主体間の連携を強化する視点

• ⾃治会等の活動の持続可能性が低下する⼀⽅、防災や⾼齢者・⼦ども
の⾒守り、居場所づくりなど、新たな住⺠ニーズも⽣じている
• 地域活動の持続可能性を⾼める⽅向でのデジタル化の推進を期待

地域コミュニティに関する現状認識

総務省の視点



20兆円2 3
他にも理由はあるけれど

関⼼がない
興味もない
役員は⼤変そう
何しているか分からない
⽣活するだけで精いっぱい
定年延⻑になった
⼦育て忙しい

みんな年とった

加⼊率減少
持続できない

1

担い⼿不⾜

担い⼿不⾜の問題



信号も横断歩道も
つかなくなる？

電柱の防犯灯は切れたまま

あちこち草ぼーぼー空き巣が増える？

ごみ集積所が荒れ放題？。

町内会がなかったら



全国に町内会※の数は、

※「地縁による団体」として

（２０１８年現在の総務省調べ）
全国で２９６，８００

約３０万 約１７万
因みに、

⾃主防災組織は、

全国で１６９，２０５
（２０２１年消防庁調べ）

町内会の統計



町内会の加⼊率は

２０２０年 総務省
71.7% 59.0%

川崎市は

２０２０年 川崎市

全国平均

町内会の統計



66.7% 59.0%

7.7ポイント
減少

２０１０年 ２０２０年

川崎市の加⼊率



H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2
国内600市町村 78.0 77.6 77.2 76.5 75.9 75.3 74.7 74.0 73.3 72.4 71.7
川崎市 66.7 66.0 66.0 65.5 64.5 63.8 63.2 62.1 61.1 60.2 59.0
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┗変化なし

総務省・川崎市の統計から 〜加⼊率〜



H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2
国内600市町村 78.0 77.6 77.2 76.5 75.9 75.3 74.7 74.0 73.3 72.4 71.7
川崎市 66.7 66.0 66.0 65.5 64.5 63.8 63.2 62.1 61.1 60.2 59.0
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┗東⽇本⼤震災

総務省・川崎市の統計から 〜加⼊率〜



町内会 ⾃主防災組織 ⺠⽣委員・児童委員

法的根拠 法的根拠ない※１ 災害対策基本法
国⺠保護法

⺠⽣委員法
児童福祉法

誰 地縁者の任意の集まり 地域住⺠による
任意の防災組織

厚⽣労働⼤⾂
からの委嘱

転機 ⾼度成⻑期 １９９５年 １９４６年

数 約３０万 約１７万 約２３万⼈

※１ ⺠法における「権利能⼒なき社団」に該当
  法⼈格取得に関する地⽅⾃治法第２６０条の２に「地縁による団体」の定義はある

町内会と⾃主防災組織



20兆円2 3

災害が起きた “つながり”が命綱

1

やはり町内会？

町内会は⼤切だ
（⾃主防災組織）



はるひ野夏フェス2023
①開催⽇︓2023年8⽉12⽇（⼟） （学校閉庁⽇）
②開催場所︓はるひ野⼩中学校 校庭
③来場者数︓2,706⼈

④コンテンツ︓ステージは空⼿演武・ベリーダンス・バンド・ビンゴ⼤会など
出店は企業出店・キッチンカーなど 19時からの花⽕で終了

⑤推進メンバー
10歳代から70歳代までの
ボランティア（100⼈以上）

ヒートアップ



はるひ野カレッジ
（通称 はるカレ）

①今までと違った「町内会イベント」を企画
・町内には、さまざまな知識やスキル、才能を持った⽅々が在住
・はるひ野町⺠による町⺠のための講座を開設
⼤⼈のための勉強会

②会場に集合＋Zoomオンラインでのハイブリッドで開催
③今までに3回実施

・宇宙⼯学のお話（⼤学で開発している⼈⼯衛星について）
・発酵⾷（免疫⼒アップ、アンチエイジング）
・依存症の予防と回復（お酒のトリセツ、アルコール依存症の実際と回復）

④「既存のイベントに不参加」の⽅々が、「おもしろい」と参加している



年代別懇親会
①狙い

顔の⾒える住⺠同⼠の交流活性化 ／ 防犯・防災対策向上（住⺠同⼠のつながり強化）
②場所︓町内会事務所

③参加⽅法︓回覧上の2次元バーコードにより参加登録
④参加費︓1千円（それ以外は町内会負担）
⑤開催実績︓40歳代、50歳代、60歳代の計3回を開催済

・2⽉に70歳代以上を開催予定
⑥今後の予定︓20歳代、30歳代を開催継続、その後に再度40歳代（2巡⽬突⼊へ）

⑦重要なルール
町内会執⾏部への勧誘は⾏わない（回覧上にも明記）



はるひ野縁⽇
①開催⽇︓2023年11⽉11⽇（⼟） （今年度）
②開催場所︓こもれび公園、いろどり公園、⿊川よこみね緑地の3か所（個⼈宅無し）
③主催︓イベント部会

④出店例
ガレージセール（⼦ども服、絵本、おもちゃなど）、⼿芸品・家庭 雑貨、趣味の
サークル活動紹介、花苗販売 など

⑤毎回⼯夫・変更しながら開催
⑥「街全体を会場」とした、はるひ野らしい誰でも参加できるイベントとして育てていく



ニューイヤーコンサート
①開催⽇︓2024年1⽉28⽇（⽇）
②開催場所︓はるひ野⿊川地域交流センター
③当町内会単独でミニコンサートを開催
④⾼いクオリティを実現
・プロ3名による本格的コンサート
・グランドピアノを持ち込み など

NEW



まちづくり本部
①設⽴︓2022年
②⻑期プランで、⾃主的に「まちの在り⽅」を検討

・はるひ野に今住んでいる⽅々は、⾃分たちで考えて「まちを創り上げた」訳ではない

区画、住宅地であることなど＝与えられたもの
現在満⾜している⽅が多いが、これからも満⾜は続くのか︖

・「将来は、はるひ野も限界集落」（⼤半が後期⾼齢者︖）になる︖
・・・と⾔って会⻑就任時に住⺠を脅した︖（2019年定期総会にて）

⇒ 「⾃分たちの住む場所をどうしたいか」を主体的に考える⽅向で動き出した

③はるひ野の将来を考え始めると、その周辺も気になって、新百合ヶ丘駅周辺や
⿇⽣区全体の将来がどうあるべきか・・・と検討が広がってくるはず

④「はるひ野2040」とは、設⽴時に誕⽣した乳児が成⼈(18歳)になるときをゴール
にしたため



まちづくり本部

近⽇中にA3版で掲⽰板に掲出予定



妄想？いやいや

はるひ野内に⾃動運転⾞（オンデマンド）

もっとたくさんあるけど

国⼟交通省、川崎市、⼩⽥急と連携

今年、動きだしたい

2040年の⼦どもを呼び込む ベビーカーが並ぶCAFÉを今から

はるひ野を超えたエリアマネジメント 新百合ヶ丘の再開発に着⽬

まちづくり本部のこれから



“拡⼤はるひ野町内会” “同盟町内会”

はるひ野
町内会

町内会の概念を超えて

はるひ野住⺠でなくてもOK

北海道住⺠
でもOK

はるひ野
住⺠

北海道
町内会

価値観を共有する町内会同⼠



XXX希望 ⾯⽩いこと
している⼈

伝える！

知ろう！ 捕まえる！
伝える！

覗いてみよう

はるひ野
町内会

（まちづくり本部）

町内会と⾃主防災組織

同じ仲間！



ソーシャル・キャピタル(社会関係資産)という考え⽅

ソーシャル・キャピタルとは1

町内会で取り⼊れると担い⼿にも困らなくなる？2

• ⼈々の協調⾏動が活発化することにより社会の効率性を⾼めることができる
• 醸成されると治安・健康・幸福感などによい影響
• ⾏政効率が⾼まると考えられている

• 強制・指⽰・お願いではなく、⾃らの意思で参加を考える状況づくり
• 真摯な活動、活動の⾒える化が互いの信頼関係を築く
• 信頼関係あるところに、⾃ずと課題に向き合う意思も⽣まれる

ソーシャル・キャピタル


